
２２　事故対応マニュアル(山都町立矢部小学校の例）

児童生徒の行動 職員の対応

地震発生 地震発生
・頭部を保護する。

地震発生（登下校時）の災害対応マニュアル

安否確認活動
・車に気をつけて建物、塀、窓ガラ    

・身を低くする。

○学校へ随時連絡

安全確保
・あわてない、落ち着く。 ○校内の児童の安否確認

  スなどから離れる。 ○通学路上、避難場所等

　    での児童安否確認

自
宅
確
認

　公園や学校等の避難場所、広 ○保護者、地域と連携し、

・揺れが収まったら状況判断し、

保
護
者
へ

学校

・自宅や学校等へ避難すること

通
学
路
巡
視

校
内
巡
視

＊バス乗車時は、運転手の方

　　の指示に従う。

　場所等で待つ。

近くの避難場所に
移動

　い場所、あるいは自宅近くの親     児童の所在確認

　戚宅等に避難する。

自宅 避難後の対応決定

◎状況に応じた対応（児童生徒の安全確保が第一、学
校・保護者・地域との連携）が大切。普段からの、PTA
役員等、保護者、地域、関係機関との協議が必要であ
る。

帰
宅
可
能

帰
宅
不
可
能

○家庭への確実な引き渡し

　が困難な場合は、先生や保護 ○家族不在時は、学校で保

　者、近くの人が来るまで、広い 　 護しておく。

【ポイント１】
災害対応マニュアル（地震発生時の

危機管理）において、登下校時の対応
行動が示されています。

【ポイント２】
初期対応としては、「落ちてこない、倒れてこない、

移動してこない」場所に避難することが大切ですが、災
害発生時だけでなく、日頃から、関係者及び関係機関と
の連携がとても重要になります。


